




Names of Horse Tack  
















































































































































































































い［文化庁 1965, p. 18］。さらに「交通・運輸・通信」の（2）運搬の「無形の民俗資料」の欄にあ
る「畜力運搬（乗る，駄載する，挽く等）に対応する「有形の民俗資料」の欄に「牛馬具（手綱，お





















































































































































































































































































て、遺物や遺構の一部を構成する物として（ 1 ）馬の骨や歯、（ 2 ）絵画や立体造形で馬を表現し
たもの、（ 3 ）馬具や馬装の用具をあげている［森 1974, pp. 14-15］。ここで馬具に関連するのは
（ 3 ）だけのように思われるが、出土する馬具その物だけでなく（ 2 ）でも「埴輪の馬や石馬に
は、忠実に馬具や馬装を表現したものがあって、貴重な資料となっている」し、また、（ 1 ）の歯
などは馬の下顎骨の前臼歯が摩耗しているとハミを使用したことを推測することができる。
　現在、（ 2 ）と（ 3 ）の資料は、多くが古墳との関連で出土する遺物である。森はさらに、副葬
品としての馬具の扱われ方を次の四つに分類している。（ 1 ）馬具をそのまま埋納する。（ 2 ）箱に





























































































































































































































































の端綱につけている二本の木片」という解説文がある［土井 1980, p. 236］。おそらく日本語訳の
「端綱」は、本論第 5 章の英語の “halter” と同様に「頭絡」あるいは「おもがい」とするのが適切
ではないかと考えられる。頭絡を意味する英語の “halter” に相当する現代ポルトガル語は
“cabresto” である。白水社の『現代ポルトガル語辞典』では “cabresto”「［牛馬用の］端綱（はづ
な）」とある［池上 2002, p. 196］が、『葡和新辞典』では「頭絡、洗轡」となっている［大武































































































































　これは、英語圏の辞典としてもっとも権威のある Oxford English Dictionary （OED）第 2 版が 
“halter” の意味として古い用例の端綱しかあげていないためだと思われる。OED にあたると、馬
具としては 1.a. として “A rope, cord, or strap with a noose or head-stall, by which horses or 
cattle are led or fastened up.” とだけあり（他にファッション用語と絞首刑用のロープの意がある）、
頭絡の意味が出てこない。
　実際的でわかりやすい語義で定評のある Collins Cobuild English Dictionary では、“halter” は
“A halter is a piece of leather or rope that is fastened round the head of a horse so that it can be 
led easily.” と定義されている。また、同じ Oxford でも The New Oxford Dictionary of English で
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